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院庄小

南小

向陽小

西中

佐良山小

中央中

中央小

院庄

院庄インター
二宮新橋北詰

山根

津山市皿

佐良山

高尾

打穴中

亀甲

原田

古川

布原

亀甲駅

佐良山駅

院庄駅

美作
追分駅

美作千代駅

坪井駅

岩屋山(483m)

幻住寺山(510m)

森上山(558m)

加治子山(491m)

P

P

P

P

P ⑤久米歴史民俗資料館

高野神社
本谷の
トラフダケ自生地

津山市西部とその周辺
津山市西部は旧久米町域にあたります。こ
の地域には主要交通路であった出雲街道
（現国道179・181号）が東西に走ります。
この道沿いには久米廃寺跡、久米三成古墳
など多数の遺跡が集中しています。戦国時
代には安芸国の毛利氏と備前国の宇喜多氏
がこの地を巡って争いました。
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①岩屋城跡

蛇谷古墳

②岩屋城付城跡（荒神ノ上砦）

⑩龍王塚古墳

⑪狐塚古墳

⑮奥の前1号墳

⑬大蔵池南製鉄遺跡

⑯院庄館跡

⑥久米廃寺跡

③久米三成古墳

④観音山古墳

金鋳場1号墳

殿田１号墳

荒神西古墳

岡5号墳

⑱嵯峨山城跡

⑦領家遺跡

⑫糘山遺跡

㉓中宮1号墳

⑨円光寺裏山経塚群

⑧宮尾遺跡

⑳桑山南古墳群

㉑細畝古墳群

⑰美和山古墳群

院庄構跡

⑭曾根田遺跡

㉒高尾北ヤシキ古墳

鬼山古墳群
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㉘桝形城跡

㉖日上山城跡

33竹田遺跡

35竹田妙見山
　古墳

㉚赤峪古墳

32土居妙見山
　古墳

㉕入発電所

㉛土居天王山古墳

㉔小田草城跡

㉙法明寺火の釜古墳

34井上火の釜古墳

38目崎城跡

39九番丁場遺跡

37東花穴古墳群

36鏡野郷土博物館

㉗鏡野町郷土館

スクモ塚古墳群

宗枝古墳群

立石遺跡

六番丁場遺跡

大開遺跡

薬師前遺跡
二反田Ｂ遺跡

P

P
圓通寺

小田草神社

鏡野町

津山市

塚谷
運動公園

大野の整合

登山道

奥津湖

吉
井
川

香
々
美
川

香々美川下流域
香々美川下流域は吉井川との合流点となっ
ており、両河川により形成された低地が広
がっています。この低地を舞台に、縄文時
代の初めには人々が活動を始めます。弥生
時代には県下最大規模の竪穴住居を有する
集落が営まれ、古墳時代の前方後円墳も多
く築かれるなど、各集団の発展が窺えます。

美作国を代表する戦国時代の山城。全長は500ｍを超え美作国内では有数の規模
を誇る。天正７（1579）～13（1585）年まで続いた織田・毛利戦争において
争奪戦となり、天正12（1584）年の「岩屋城の戦い」の舞台として著名。

「岩屋城の戦い」の際に毛利方の岩屋
城を攻略するべく、織田方の宇喜多氏
が築いた陣城群。

古墳時代前期に築かれた墳長43ｍの
前方後円墳。竪穴式石室から三角縁神
獣鏡を含む３面の銅鏡が出土。

飛鳥時代後半に築かれた寺院跡。塔、
金堂、講堂とされる建物跡が見つかっ
ており、現地には説明看板が立つ。

20m

古墳時代前期に築かれた墳長約50ｍ
の前方後円墳。外表施設として葺石が
存在することが知られる。

糘山遺跡群や久米廃寺などの調査成果
を中心に、久米地域の考古資料を多数
展示。民具館を併設。

弥生時代から平安時代にわたる集落
跡。弥生時代後期の竪穴住居から炭化
材や炭化米などが見つかっている。
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空から見た岩屋城跡 空から見た岩屋城跡切岸切岸
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塚
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古墳（市史跡）

④観
かんのんやま

音山古墳（町史跡）

荒神ノ上砦 荒神ノ上砦

三角縁神獣鏡 三角縁神獣鏡

墳丘測量図 墳丘測量図
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寺
じ

跡（県史跡）

近景近景

⑦領
りょう

家
け

遺跡

掘立柱建物 掘立柱建物

展示状況 展示状況 『美作の鏡と古墳』より引用 一部改変 『美作の鏡と古墳』より引用 一部改変

『美作の首長墳』より引用 一部改変 『美作の首長墳』より引用 一部改変

●●●●●提供 ●●●●●提供

久米廃寺の東側約100ｍの地点に
所在する、飛鳥時代後半から平安時代
初頭まで営まれた官衙跡。

10数基からなる平安時代後期の経塚
群。外容器の甕に収められた青銅製の
経筒、青白磁の合子などが出土。

鎌倉～室町時代の館跡。南北250ｍ、
東西300ｍを超える大型居館で、美
作国の守護所・守護館跡とされる。

糘山の山上に存在した弥生時代の集落
遺跡。竪穴住居、掘立柱建物、溝、土
坑等が見つかっている。

発見当初は国内最古として注目され
た、古墳時代後期の製鉄遺跡。遺跡は
保護され、現地には案内板が立つ。

古墳時代後期に築かれた全長23ｍの
帆立貝形古墳。後円部の横穴式石室は
県内における古い事例のひとつ。

古墳時代後期に築かれた群集墳。径約
10ｍの円墳５基から構成され、１号
墳から銀象嵌大刀が見つかっている。

古墳時代前半に築かれた墳長約70ｍ
の前方後円墳。かつて刀や玉類が出
土したと伝わる。

20m

弥生～古墳時代にかけての集落跡。発
掘調査により、竪穴住居や弥生時代中
ごろの溝が見つかっている。

古墳時代前期に築かれた全長65ｍの
前方後円墳。葺石や円筒埴輪、鏡等が
出土している。

墳長80ｍの前方後円墳である１号
墳、径35ｍの円墳である２・３号墳
からなる４世紀後半の古墳群。

古墳時代後期に築かれた群集墳。径約
10ｍの円墳３基から構成され、渡来
系遺物等が見つかった。

古墳時代後期に築かれた径13ｍの
円墳。無袖式の横穴式石室を持ち、
発掘調査により豊富な副葬品が出土。
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古代の大形建物 古代の大形建物
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墳頂部 墳頂部
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古墳群（国史跡）

1号墳 1号墳遠景遠景

⑳桑
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山南
みなみ

古墳群㉑細
ほそうね

畝古墳群㉒高
たか

尾
お

北
きた

ヤシキ古墳㉓中
なかみや

宮１号墳（市史跡）

１号墳遺物出土状況 １号墳遺物出土状況 １号墳遺物出土状況 １号墳遺物出土状況 陶棺・筒形土製品出土状況 陶棺・筒形土製品出土状況近景近景

宇喜多氏配下の川端氏の入城を伝える
戦国時代の山城。横堀や畝状空堀群を
備え、戦国後期の特徴を示す。

国衆・斉藤氏の居城とされる戦国時代
の山城。尾根上に 8 面の曲輪を連ね、
堀切により城域を区画する。

岡山県内で現存する最古の水力発電
所。木造平屋建て、銅板葺きの本館は
大正９（1920）年の建築。

標高845ｍの山上に築かれた戦国時
代の山城。天正 7（1579）年に毛利
氏一族の小早川隆景により築城。

現状で径10ｍを超える古墳時代後期
の円墳。長さ約６ｍを測る玄室が良好
に残る。

墳長約25ｍの前方後円墳。古墳時代
前期の築造で、埋葬施設内から内行
花文鏡２面、鉄剣２本が出土。

西日本では類例の少ない縄文時代早期
の竪穴住居を６軒検出。うち１軒は中
央公民館前に移築・展示。

総合文化施設「ペスタロッチ館」の２
階に設置。町内出土の考古資料をはじ
め、各種の歴史・民俗資料を展示。

古墳時代前期の方墳６基ほかからなる
古墳群。墓坑や箱式石棺から土器・鉄
剣・銅鏃などが出土。

国衆・小瀬氏により築城されたとされ
る戦国時代の山城。尾根筋を堀切に
より厳重に遮断している。

圓通寺の境内にある。県指定重文の
山
や ま ぶ し お い

伏笈をはじめとする寺宝、地域の歴
史資料などを展示。見学は要事前連絡。

20m

古墳時代前期に築かれた墳長 45 ｍ
の前方後円墳。埋葬施設から中国製
盤龍鏡をはじめとする副葬品が出土。

古墳時代後期の前方後円墳。後円部に
ある横穴式石室は全長 6.7 ｍ、玄室
長 5.2 ｍをそれぞれ測る。

古墳時代後期の横穴式石室墳。石室は
現存長 11m、玄室長 6.3 ｍを測り、
美作国内でも有数の規模を誇る。

墳長 36 ｍの前方後円墳で、古墳時代
前期の築造。加工された銅鏡片やガラ
ス製小玉などが出土。

堀切や畝状空堀群などの遺構が良好に
残る戦国時代の山城。曲輪の一部が
公園として整備されている。

弥生時代から中世の集落跡。弥生後期
の直径約 12 ｍの竪穴住居は県下最大
級の規模で、人形土製品が出土。
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遠景遠景 発電所本館発電所本館 遠景遠景 建物外観建物外観

遠景遠景 横穴式石室横穴式石室 石室入口石室入口

竪穴住居竪穴住居内行花文鏡内行花文鏡
石室入口石室入口

展示状況展示状況 遠景遠景 竪穴住居竪穴住居
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加工された銅鏡片加工された銅鏡片

墳丘測量図墳丘測量図

『美作の鏡と古墳』より引用  一部改変『美作の鏡と古墳』より引用  一部改変鏡野町教育委員会提供鏡野町教育委員会提供

墳丘測量図 墳丘測量図

空から見た院庄館跡 空から見た院庄館跡

弥生中期の竪穴住居 弥生中期の竪穴住居

経筒と外容器 経筒と外容器

『美作の首長墳』より引用 一部改変 『美作の首長墳』より引用 一部改変 出典：『糘山遺跡群Ⅰ』 出典：『糘山遺跡群Ⅰ』

津山市提供 津山市提供

久米歴史民俗資料館所蔵 久米歴史民俗資料館所蔵

津山市提供 津山市提供

４号墳４号墳
鏡野町教育委員会提供鏡野町教育委員会提供

古墳時代前期に築かれた、墳長55ｍ
の前方後方墳。全部で5基の箱式石
棺が見つかっている。

近景近景

③久
くめ

米三
さん

成
なり

古墳（国史跡）

古墳時代後期に築かれた5基から構
成される群集墳。５号墳からは装飾須
恵器や鈴付須恵器などが出土。

⑲桑
くわやま

山古墳群
５号墳遺物出土状況 ５号墳遺物出土状況 

地図の見方
この地図に記した遺跡は３種類に色分けしています。

遺跡を見学するときの注意点

・野外活動に適した服装・靴を身に着けましょう。

・みだりに私有地に入らないようにしましょう。

・草木をむやみに切ったり、田畑を踏み荒らしたりしないようにしましょう。

・まわりの人に「あいさつ」を忘れず、また遺跡を見学していることを説明

 しましょう。

・ハチやヘビ、ウルシなど有害な動植物に気をつけましょう。

●黄色は駐車場等が整備され、見学しやすい遺跡です。

●黒色は専用の駐車場等は整備されていませんが、見学

　可能な遺跡です。

●青色は開発事業に伴い発掘調査を行った遺跡などです。

　消滅したものも多く見学はできませんが、周辺の地下

　にはまだ遺跡が広がっている場合もあります。

〈発行〉

岡山県古代吉備文化財センター

〈所在地〉

〒701-0136　岡山市北区西花尻 1325-3　

TEL 086-293-3211　FAX 086-293-0142

https://www.pref.okayama.jp/site/kodai/

〈交通〉

ＪＲ桃太郎線吉備津駅から徒歩 25 分　

ＪＲ山陽本線・伯備線庭瀬駅から徒歩 40 分

〈展示室案内〉

岡山県内の出土品を展示

開館　9:00 ～ 17:00

休館　年末年始（臨時休館あり）  

入館無料

2023 年 1 月発行

墳丘測量図 墳丘測量図

『美作の鏡と古墳』より引用 一部改変『美作の鏡と古墳』より引用 一部改変

『鏡野町史 考古資料編』より『鏡野町史 考古資料編』より
引用 一部改変引用 一部改変

溝の断面 溝の断面
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遺
跡
で
す
。

●
黒
色
は
専
用
の
駐
車
場
等
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
見
学
可
能
な
遺
跡
で
す
。

●
青
色
は
開
発
事
業
に
伴
い
発
掘
調
査
を
行
っ
た
遺
跡
な
ど
で
す
。
消
滅
し
た
も
の
も
多
く

見
学
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
周
辺
の
地
下
に
は
ま
だ
遺
跡
が
広
が
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

奥 津 湖

香 々 美 川

目 木 川

余 川

旭 川

吉 井 川
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恩
原

湖
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津
山
駅

津
山
口
駅

佐
良
山
駅

亀
甲
駅

坪
井
駅

院
庄
駅

美
作
追
分
駅

古
見
駅

久
世
駅

美
作
落
合
駅

東
津
山
駅

美
作
大
崎
駅

高
野
駅

美
作
滝
尾
駅

三
浦
駅

美
作
加
茂
駅

Ｊ
Ｒ

姫
新

線

Ｊ
Ｒ
津
山
線

Ｊ
Ｒ
因
美

線

美
作
千
代
駅

中
国
自
動
車
道

中
国
自
動
車
道

米子自動車道

P

落
合
Ｉ
Ｃ

久
世
Ｉ
Ｃ

院
庄
Ｉ
Ｃ

津
山
Ｉ
Ｃ

47
奥
津
歴
史
資
料
館

56
城
峪
城
跡

57
鍛
冶
屋
谷

た
た
ら
遺
跡

40
恩
原
遺
跡
群

61
葛
下
城
跡

60
追
坂
乢
１
号
墳

49
西
屋
城
跡

42
山
大
谷
鉄
穴
遺
跡

46
石
引
山
古
墳

44
役
行
者
・

不
動
明
王
像

43
上
斎
原
発
電
所

41
平
作
原
発
電
所

大
栄
山
た
た
ら
遺
跡

西
浦
城
跡

奥
津
発
電
所

調
整
池

比
丘
尼
ヶ
城
跡

湯
指
の
船
着
場
跡

54
久
田
原
遺
跡

53
夏
栗
遺
跡

50
杉
遺
跡

51
箱
Ｅ
遺
跡

52
河
内
城
跡

48
福
見
口
遺
跡

大
高
下
遺
跡

大
神
宮
原
遺
跡
群

高
下
休
場
遺
跡

45
土
路
江
遺
跡

55
久
田
堀
ノ
内
遺
跡

59
た
た
ら
展
示
館

P

58
富
教
育
歴
史
資
料
館

妖
精
の
森

ガ
ラ
ス
美
術
館

木
地
師
の
館

P

P

P

不
溜
山
(1
12
4m
)

岡
曽
山
(9
64
m
)

大
空
山
(1
10
4m
)

扇
山
(8
25
m
)

二
上
山
(6
89
m
)

矢
倉
山
(6
59
m
)

入
道
山
(1
04
0m
)

津
黒
山
(1
11
8m
)

霰
ヶ
山
(1
07
4m
)

泉
山
(1
20
9m
)花
知
ヶ
仙
(1
24
7m
)

三
十
人
ヶ
仙
(1
17
2m
)

角
ヶ
仙
(1
15
3m
)

入
道
山
(7
52
m
)

三
ヶ
上
(1
06
2m
)

湯
岳
(1
05
8m
)

人
形
仙
(1
00
4m
)

霧
ヶ
峰
(1
07
9m
)

伯
州
山
(1
04
4m
)

三
徳
山
(9
00
m
)

高
清
水
高
原

辰
巳
峠

人
形
峠

三
国
山
(1
21
3m
)

弘
秀
寺

布
施
神
社

香
北
小

香
々
美
川
下
流
域

津
山
市
西
部
と
そ
の
周
辺

奥
津
渓

岩
井
滝

越
畑
ふ
る
さ
と
村

七
色
樫

旧
森
江
家
住
宅

♨
奥
津
温
泉か
が
み
の

近
代
美
術
館

道
の
駅
奥
津
温
泉

人
形
峠
ア
ト
ム

サ
イ
エ
ン
ス
館

上
斎
原

ス
ペ
ー
ス
ガ
ー
ド

セ
ン
タ
ー

鏡
野
町

奥
津
振
興
セ
ン
タ
ー

奥
津
小

富
小

鏡
野
町

富
振
興
セ
ン
タ
ー

鏡
野
町

上
斎
原
振
興
セ
ン
タ
ー

津
山
市
役
所

苫
田
ダ
ム

津
山
市

久
米
支
所

文

文

文

鏡
野
町

津
山
市

鳥
取
県

鳥
取
市

鳥
取
県

三
朝
町

鳥
取
県

倉
吉
市

真
庭
市

美
咲
町

春
の
七
色
樫

ヤ
マ
セ
ミ

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

イ
ワ
ウ
チ
ワ

Ｎ

0
1
0
km

1
/
1
0
0
,0

0
0

津
山
市
西
部
と
鏡
野
町
周
辺

津
山
市
西
部
か
ら
鏡
野
町
南
部
に
か
け
て
は
香
々
美
川
と
吉
井
川
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
低
地
が
広
が
り
ま
す
。
こ
の
低
地
を
出
雲
街
道
が
横
断
し
、

そ
の
沿
線
に
は
古
墳
、寺
跡
、城
跡
な
ど
多
様
な
遺
跡
が
残
り
ま
す
。
ま
た
、

吉
井
川
、
香
々
美
川
を
遡
る
と
、
た
た
ら
遺
跡
や
鉄
穴
流
し
跡
な
ど
、
こ
の

地
域
を
特
色
づ
け
る
製
鉄
遺
跡
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

か
ん
  
な

恩
原

ダ
ム

の
下

流
に

設
置

さ
れ

た
水

力
発

電
所

。
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

の
本

館
は

昭
和

３
（

19
28

）
年

の
建

築
。

吉
井

川
沿

い
に

設
置

さ
れ

た
水

力
発

電
所

。
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

の
本

館
は

昭
和

５
（

19
30

）
年

の
建

築
。

旧
石

器
時

代
の

遺
跡

群
。

な
か

で
も

恩
原

２
遺

跡
で

出
土

し
た

細
石

刃
は

北
方

系
の

湧
別

技
法

に
よ

り
製

作
さ

れ
た

も
の

。
　

人
形

仙
南

東
の

谷
筋

に
立

地
す

る
。

江
戸

時
代

に
た

た
ら

製
鉄

用
の

砂
鉄

を
採

取
し

た
「

鉄
穴

流
し

」
の

諸
施

設
が

残
る

。

㊶
平へ
い
さ
く
ば
ら

作
原
発
電
所
（
国
登
録
）

㊸
上か
み
さ
い
ば
ら

斎
原
発
電
所
（
国
登
録
）

㊵
恩お
ん
ば
ら 原
遺
跡
群
（
県
史
跡
）

㊷
山や
ま

大お
お
た
に 谷
鉄か

ん
な 穴
遺
跡
（
町
史
跡
）近
景

近
景

発
電

所
本

館
発

電
所

本
館

発
電

所
本

館
発

電
所

本
館

奥
津

温
泉

街
に

あ
る

資
料

館
。

考
古

資
料

や
民

俗
資

料
な

ど
を

展
示

し
、

奥
津

地
域

の
歴

史
と

文
化

を
紹

介
す

る
。

縄
文

～
江

戸
時

代
の

集
落

跡
。

縄
文

時
代

早
期

の
尖

頭
器

や
押

形
文

土
器

が
出

土
し

た
こ

と
で

も
知

ら
れ

る
。

吉
井

川
の

河
岸

段
丘

上
に

立
地

す
る

弥
生

時
代

後
期

の
集

落
跡

。
発

掘
調

査
に

よ
り

竪
穴

住
居

や
貯

蔵
穴

な
ど

を
検

出
し

た
。

三
ヶ

上
の

山
頂（

標
高

1,
06

2
ｍ

）に
安

置
さ

れ
た

、
役

行
者（

15
73

年
銘

）と
不

動
明

王
（

15
76

年
銘

）の
石

像
。

天
正

９（
15

81
）年

に
毛

利
氏

と
宇

喜
多

氏
が

争
っ

た
、「

西
屋

城
合

戦
」の

舞
台

と
し

て
知

ら
れ

る
戦

国
時

代
の

山
城

。

㊻
石い
し
び
き
や
ま

引
山
古
墳
（
町
指
定
）

㊿
杉す
ぎ

遺
跡

�
箱は
こ

Ｅ
遺
跡

㊹
役え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者・
不ふ

動ど
う

明み
ょ
う

王お
う

像ぞ
う

（
町
指
定
）

㊽
福ふ
く

見み

口ぐ
ち

遺
跡

役
行

者
の

石
像

役
行

者
の

石
像

遠
景

遠
景

建
物

外
観

建
物

外
観

押
型

文
土

器
（

左
）、

尖
頭

器
（

右
）

押
型

文
土

器
（

左
）、

尖
頭

器
（

右
）

縄
文

～
江

戸
時

代
に

か
け

て
の

集
落

跡
。

弥
生

時
代

後
期

の
竪

穴
住

居
か

ら
、

鉄
器

製
作

に
関

わ
る

出
土

品
が

見
つ

か
っ

た
。

�
夏な
つ
ぐ
り 栗
遺
跡

竪
穴

住
居

竪
穴

住
居

美
作

国
の

有
力

国
衆

、
中

村
氏

の
居

城
と

さ
れ

る
戦

国
時

代
の

山
城

。
全

長
60

0
ｍ

を
超

え
、

山
上

に
多

数
の

曲
輪

を
連

ね
る

。

�
葛く
ず

下か

城
跡
（
町
史
跡
）

遠
景

遠
景

古
墳

時
代

後
期

に
築

か
れ

た
直

径
約

９
ｍ

の
円

墳
で

、
残

存
長

約
５

ｍ
の

横
穴

式
石

室
を

も
つ

。
火

の
釜

と
も

い
う

。

�
追お
し
さ
か
だ
わ

坂
乢
１
号
墳
（
町
史
跡
）

富
地

域
の

た
た

ら
製

鉄
を

紹
介

す
る

展
示

館
。

鍛
冶

屋
谷

た
た

ら
の

復
元

模
型

や
、

製
鉄

関
連

の
遺

物
・

文
書

な
ど

を
展

示
。

�
た
た
ら
展て
ん

示じ

館か
ん

富
公

民
館

に
併

設
さ

れ
た

資
料

館
。

民
俗

資
料

・
教

育
関

係
資

料
の

ほ
か

、
富

地
域

の
遺

跡
の

出
土

品
も

展
示

。

�
富と
み

教き
ょ
う

育い
く

歴れ
き

史し

資し

料り
ょ
う

館か
ん

江
戸

時
代

に
操

業
し

た
津

山
藩

の
藩

営
鉄

山
の

ひ
と

つ
。

製
鉄

炉
跡

を
は

じ
め

、
た

た
ら

製
鉄

関
連

の
遺

構
が

良
好

に
残

る
。

�
鍛か

じ 冶
屋や

谷だ
に

た
た
ら
遺
跡（
県
指
定
）

奥
津

湖
周

囲
に

残
る

南
北

朝
時

代
の

山
城

跡
の

一
つ

。
発

掘
調

査
の

後
整

備
さ

れ
、

現
在

で
も

曲
輪

な
ど

を
見

学
で

き
る

。

�
城し
ろ
さ
こ 峪
城
跡

縄
文

～
江

戸
時

代
の

集
落

跡
で

、
鎌

倉
～

安
土

桃
山

時
代

に
か

け
て

の
堀

を
巡

ら
す

居
館

が
見

つ
か

っ
た

こ
と

で
知

ら
れ

る
。

�
久く

た 田
堀ほ
り

ノの

内う
ち

遺
跡

縄
文

～
江

戸
時

代
の

集
落

跡
。

奈
良

・
平

安
時

代
の

掘
立

柱
建

物
群

や
祭

祀
に

関
わ

る
陶

馬
が

見
つ

か
っ

た
。

�
久く

た 田
原は
ら

遺
跡
　

直
径

15
ｍ

、
高

さ
3.

2
ｍ

の
円

墳
で

、
古

墳
時

代
後

期
の

築
造

。
残

存
長

8.
5

ｍ
の

横
穴

式
石

室
を

も
つ

。

吉
井

川
の

左
岸

に
展

開
す

る
集

落
遺

跡
。

特
に

古
墳

時
代

後
期

の
遺

構
が

多
く

、
多

数
の

竪
穴

住
居

と
古

墳
１

基
を

検
出

。

「
末

広
山

」
と

呼
ば

れ
た

江
戸

時
代

後
期

の
鍛

冶
場

の
跡

。
鉄

を
精

錬
す

る
た

め
の

大
鍛

冶
炉

６
基

を
検

出
し

操
業

の
実

態
が

判
明

。

㊾
西に
し

屋や

城
跡

㊼
奥お
く

津つ

歴れ
き

史し

資し

料り
ょ
う

館か
ん

大
鍛

冶
炉

大
鍛

冶
炉

近
景

近
景

南
北

朝
時

代
の

山
城

跡
。

発
掘

調
査

に
よ

り
城

域
を

区
画

す
る

堀
切

が
見

つ
か

っ
て

い
る

ほ
か

、
皿

や
白

磁
な

ど
が

出
土

し
た

。

㊺
土と

ろ
え

路
江
遺
跡
（
町
指
定
）

�
河こ

う
ち 内
城
跡

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

堀
切

の
断

面
堀

切
の

断
面

近
景

近
景

建
物

外
観

建
物

外
観

展
示

状
況

展
示

状
況

近
景

近
景

空
か

ら
見

た
城

峪
城

跡
空

か
ら

見
た

城
峪

城
跡

館
を

囲
む

堀
館

を
囲

む
堀

陶
馬

陶
馬

石
器

類
石

器
類

岡
山

大
学

考
古

学
研

究
室

提
供

岡
山

大
学

考
古

学
研

究
室

提
供

竪
穴

住
居

竪
穴

住
居

鏡
野

町
教

育
委

員
会

提
供

鏡
野

町
教

育
委

員
会

提
供

古
墳

後
期

の
竪

穴
住

居
古

墳
後

期
の

竪
穴

住
居

鏡
野

町
教

育
委

員
会

提
供

鏡
野

町
教

育
委

員
会

提
供


